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通り確認した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　　　　　　　　　　　　　　　　実施日　　　　　　　　　　　　運営管理者および
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　試験報告書監査　　　　2000年　3月　31日　　　　　　　　2000年　3月31日
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　　　信頼性保証担当者　：
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試験実施概要

1．表題：

2．試験目的：

1一メチルナフタレンのオオミジンコ（伽ρ加i∂朋8畑に対する繁殖阻害試験

被験物質のオオミジンコ　（伽ρ加拍朋g刀∂）に対する繁殖阻害試験を21日間行

い・最小作用濃度（LOEC）と最大無作用濃度（NOEC）を求め，可鱗限り50％繁

殖阻害濃度（EC50）も求める。

3．適用力’イドライン：本試験は，OECD化学品テストガイドラインNα211「オオミジンコ繁殖試

　　　　　　　　　験」　（1998年）に準拠した。

4・適用GL　P：本試験は環境庁のGL　P規則に準拠した。

5．試験委託者

　名称：　　　環境庁

　住所：　　　〒100－8975東京都千代田区霞が関一丁目2－2

　委託担当者：企画調整局環境保健部環境安全課環境リスク評価室室長補佐　 　

6．試験受託者：’

　名称：　　　株式会社三菱化学安全科学研究所

　所在地：　　〒105－0014　東京都港区芝二丁目1－30

7．試験施設：

　名称：　　　株式会社三菱化学安全科学研究所　横浜研究所

　所在地：　　〒227－0033神奈川県横浜市青葉区鴨志田町1000番地
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8．試験関係者：

　試験責任者

　試験担当者

分析担当者

試験期間

（2000年

（2000年

（2000年

（2000年

（2000年

（2000年

（2000年

3月31日）

3月31日）

3月31日）

3月31日）

3月31日）

3月31日）

3月31日）

9、　　　　　：　試験開始日　　　　　　1999年11月16日

　　　　　　　試験終了日　　　　　　2000年　3月31日

　　　　　　　暴露期間　　　　　　　1999年12月　1日～1999年12月22日

10．保管：

　　試験に関する下記の記録及び試資料は，試験報告書作成後10年間，当研究所試資料保

　管施設に保管する。その後の保管については別途協議の上定める。

　　　1）試験計画書，同変更の記録

　　　2）試験報告書

　　　3）生データ

　　　4）信頼性保証業務担当者の監査・査察記録

　　　5）被験物質

　　　6）その他必要なもの
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要 ヒ
日

灘環境庁
表　　題

　1一メチルナフタレンのオオミジンコ（砺ρ加i∂朋8副に対する繁殖阻害試験

試験番号

　9B483G

試験方法

　　　本試験は，OECD化学品テストガイドラインNo．211「オオミジンコ繁殖試験」　（1998年）

　　に準拠して実施した。

　　1）被験物質：　1一メチルナフタレン

　　2）暴露方式：　半止水式．（48時間毎に試験液の全量を交換）

　　　　　　　　　水面をテフロンシートで被覆

　　3）供試生物：　オオミジンコ（08ρ加拍％8捌

　　4）暴露期間：　21日間

　　5）試験濃度（設定値）

　　　　　　　　　対照区，助剤対照区，0．0250，α0800，0．250，0．800，2．50mg／L

　　　　　　　　　公比：3．2

　　　　　　　　　助剤濃度一定：30，0mg／L（HCO－40および2一メトキシエタノール使用）

　　6）試験液量：　80mL／容器

　　7）連数：　　　10容器／濃度区

　　8）供試生物数：10頭／濃度区（1頭／容器）

　　9）試験温度：　20±1℃

　10）照明：　　　16時間明／8時間暗

　11）分析法：　　H　P　L　C法
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麩　　1）試験液中の被験物質濃度
　　　　被験物質の測定濃度が設定値の±20％を超えたものがあったため，各影響濃度の算出

　　　には測定値（時間加重平均値）を採用した。

2）21日間暴露の各影響濃度結果を以下に示す。

　　親ミジンコの半数致死濃度（LC50）：　1．26mg／L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（95％信頼限界

　　50％繁殖阻害濃度（EC50）：　　　　　0．637mg／L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（95％信頼限界

　　最大無作用濃度（NOEC）：　　　　　　0．223mg／L

　　最小作用濃度（LOEC）：　　　　　　　0．716mg／L

0．716～2．21　mg／L）

0．517～0．829　mg／L）
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1　被験物質

　L1名称，構造式および物理化学的性状

　　名　称：　　1一メチルナフタレン（略称

　　CAS　　Nα：　　　90－12－0

　　構造式：

　　　　　　　　　　　嘔

M　e　N　a）

○○

分子式：

分子量毒！：

沸点毒1：

融点q：

水溶解度‡1：

比重‡1：

CuHlo

142．19

240～243℃

一22℃

26～28mg／L（25℃）

L　O25

オクタノール／水分配係数（10g　P）‡1：3．84

安定性‡2：　通常取扱条件で安定

その他‡2：　光により変質（着色）

＊1：

酸化剤との接触に注意

＊2二供給者提供資料

L2　供試試料

純度幸1：　　97．0％（G　C法）

ロット番号蓄1：　FGFO2

供給者：

供給量幸］：　50mL

入手日：　　1999年9月7日

外観1：　　ほとんど無色透明液体

＊1二供給者提供資料
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1．3被験物質の確認および保管条件下での安定性

　被験物質は当研究所の冷蔵庫に保管した。

　入手した被験物質の赤外吸収スペクトルを測定し，被験物質の特性が認められることを

確認した。試験終了時にも赤外吸収スペクトルを測定し，試験開始前に測定したスペクト

ルと比較した。その結果，スペクトルに変化はなかったことより被験物質は保管中は安定

であったと判断された。

2　供試生物

　1）和名：

　2）学名：

　3）入手先：

　4）入手日：

　5）入手後の管理：

オオミジンコ

〃∂ρ血刀i∂　加∂8刀∂

環境庁国立環境研究所

1995年7月18日

継代培養（最大飼育期間 ’4週間，換水頻度；少なくとも週3回）

6）感受性の確認：基準物質（重クロム酸カリウム，試薬特級）による48時間の半数遊泳

　　　　　　　　阻害濃度（EiC50）＝0・57mg／L（この値は当研究所における1998年6

　　　　　　　　月以降のEiC50値0・59～L　O2mg／L（nニ3）にほぼ一致する。）

7）親の馴化：　　馴化期間；1999年11月17日～1999年12月1日

　　　　　　　　暴露開始前2週間の親の死亡率は0％で休眠卵および雄の発生は認めら

　　　　　　　　れなかった。　（馴化条件は以下に示す。）

8）供試令：　　　生後24時間令以内の幼体

魁1）飼育水：
2）飼育密度：

3）水温：

4）照明：

5）餌：

6）給餌量：

希釈水（3．2参照）

1頭／80mL飼育水（25頭／2L）

20±1℃

室内光，16時間明（8001ux以下）／8時間暗

。盟orθ11∂v〃18∂ris

ミジンコ1頭当たり0．2mgC（有機炭素含量）／日
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3　試験方法

　3．1試験条件

　　D暴露方式：

2）暴露期間：

3）試験液量：

4）連数：

5）供試生物数：

6）試験温度：

7）照明：

8）餌：

9）給餌量：

半止水式（48時間毎に試験液の全量を換水）

水面をテフロンシートで被覆

21日間

80mL／容器

10容器／濃度区

10頭／濃度区（1頭／容器）

20±1℃

室内光，16時間明（8001ux以下）／8時間暗

助ノorθ1ノ∂γ〃ノg∂が3

ミジンコ1頭当たり0．15mgC（有機炭素含量）／日

3．2　希釈水

　OECD化学品テストガイドラインNo．211　「オオミジンコ繁殖試験」に記載してある調製

水，Elendt　M4を用いた。成分表を付属資料一1に示した。

3．3

1）試験容器：

2）恒温槽：

3）水温計：

4）溶存酸素計：

5）p　H計：

6）硬度：

試験容器および恒温槽等

100mL容ガラスビーカー，テフロンシート製蓋

塩ピ製水槽（恒温装置，ダイテック製　クールニットCL－80F）

横河電機製245502型

電気化学計器製DOL－10型

東亜電波工業製HM－40V型

共立理化学研究所製　ドロップテスト全硬度WAD－TH

3．4　試験濃度の設定

　オオミジンコに対する48時間急性遊泳阻害試験の結果（設定濃度に基づく48hr－EiC50値：

2．24mg／L）から，本試験は公比3．2で5段階を設定した。各濃度区は以下の通りである。

　　　　　対照区，助剤対照区，0．0250，0．0800，0．250，0．800，2．50mg／L
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3．5　試験液の調製

　被験物質を125mg秤取し，2一メトキシエタノール750皿gに溶解後，HC　O－40750

mgを加え混合した。これを純水で希釈し500mしに定容し，被験物質濃度250mg／しの原液

を調製した。同時に被験物質を含まない助剤原液3000mg／L（2一メトキシエタノール1500

mg／L，HCO－401500mg／L）を調製した。

　　L　O　L容のメスフラスコに希釈水を入れ，上記被験物質原液を各濃度区に応じて添加した

後，助剤濃度が一定（30．O　mg／L）になるように助剤原液を加え，各試験液を調製した。1

濃度区に付き10個の試験容器に80mしずつ分注して，試験に用いた。

　助剤対照区には，被験物質を含まないもの（助剤濃度：30．O　mg／L）を調製した。

　対照区には，希釈水のみを用いた。

3．6　試験液の分析

　全濃度区（但し，各1試験容器）について，暴露期間中に3回，換水前後の各試験液

0。75mLを測定用バイアルに採取し，アセトニトリルを等量添加後HP　L　Cにより分析した。

アセトニトリルで調製した標準溶液（0．0500，0．500および1．00mg／L）は，等量の水で希

釈したものをHPLC測定試料とした。各試験液の被験物質濃度は，標準溶液のピーク面積

との比から定量した。

　詳細は付属資料一2に示した。

3．7　試験操作

　試験液の水温，溶存酸素濃度，p　Hおよび硬度を測定後，ガラスピペットを用いて供試ミ

ジンコを投入し，その時点を暴露開始時とした。その際，ピペット内の飼育水が，全量で試

験液量に対して1％以内となるようにした。その後，換水毎にミジンコを新しい試験液に移

しかえ，21日後まで飼育した。暴露期間中は毎日一定量の給餌を行った（3．1参照）。
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・ミジンコの観察：

（親ミジンコ）生死，遊泳状態および外観の異常の有無を毎日観察して，記録した。計数後

　　　　　　の死亡個体は取り除いた。

（産出幼体）　最初の産仔から毎日幼体の生存数を計数し，計数後の幼体は取り除いた。死

　　　　　　亡幼体，堕胎卵および休眠卵の発生等については，その有無を毎日観察し記録

　　　　　　した。最初の幼体産出日を，初産日として記録した。

・水質測定：水温，溶存酸素濃度，p　Hおよび硬度を，全濃度区（但し，各1試験容器）に

　　　　　　ついて，暴露期間中に4回，換水前後に測定した。
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4　結果の算出

　4．1親ミジンコの半数致死濃度（LC50）の算出

　　各濃度区での親ミジンコの死亡数と供試個体数（10頭）を用いて，Binomial法，Moving

　　average法およびProbit法により，21日間の半数致死濃度（LC50）を算出し，いずれか適切

　　な結果を採用した。また，可能な限りその95％信頼限界を算出した。

4．2　50％繁殖阻害濃度（EC50）の算出

　　各濃度区での生存親1頭当たりの平均累積産仔数（生存幼体）から阻害率を求め，Logit

　法（Yu㎞s統計ライブラリーr生物検定編Ver．5．0」　（Yu㎞s　Co恥，東京）により，50％

　繁殖阻害濃度（EC50）を算出し，可能な限りその95％信頼限界を算出した。

43　最大無作用濃度（NOEC）および最小作用濃度（LOEC）

　　各濃度区の容器毎に21日間生存した親1頭当たりの累積産仔数を算出し，各濃度区と助

．剤対照区との有意差の有無を以下の統計手法により求めた。有意差が認められない最高濃

　度を最大無作用濃度（NOEC），有意差が認められる最低濃度を最小作扁濃度（LOEC）とした。

　　統計手法：Bartlettの等分散検定，一元配置分散分析（1－way　ANOVA），Dunnettまたは

　　　　　　Wi　l　l　iamsの多重比較検定（α＝0．05，両側）

　　統計解析には，Yu㎞sソフトウェアStatlight「網多群の比較」　（Yu㎞s　CorR，東

　京）を用いた。
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5　結果および考察

　5．1　試験成績の信頼性に影響を及ぼしたと思われる環境要因

　　該当する事象はなかった。

5．2試験液中の被験物質濃度

　暴露期間中の試験液中の被験物質濃度を測定した結果を，Table1に示した。

　設定濃度に対して±20％を超える分析結界があったため，阻害濃度の算出には測定濃度の

時間加重平均値を基に示した。

5．3　ミジンコの観察結果

暴露期間中の各濃度区における親ミジンコの累積死亡数および死亡率の結果をTable2．1，

Table2－2およびFigure1に示した。

　対照区および助剤対照区における親ミジンコの死亡率は暴露終了時で10％および20％で

あり，試験成立条件である20％以下の基準を満たした。最高濃度区における死亡率は暴露終

了時で100％であった。

初産日

　各濃度区における親ミジンコの初産日をTable3に示した。

対照区および助剤対照区における親ミジンコの初産日は暴翻始9日以内であり，正常な

範囲内と判断された。最高濃度区においては，初産前に全親ミジンコが死亡した。

　暴露期間中の各濃度区における親ミジンコ1頭当たりの平均累積産仔数の結果をTable4

およびFigure2に示した。

　対照区および助剤対照区における21日間での親ミジンコ1頭当たりの平均累積産仔数はそ

れぞれ120頭および155頭であり，試験成立条件である60頭の基準を満たした。

　最高濃度区においては初産前に全親ミジンコが死亡した。
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　全暴露期間を通して，対照区，助剤対照区および全濃度区において休眠卵の発生は認めら

れなかった。

5．4　親ミジンコの半数致死濃度（LC50）

　21日間暴露の親ミジンコの半数致死濃度（LC50）をTable5および以下に示した。

　　　　21日間LC50：L26mg／L（95％信頼区間：0．716～2．21mg／L）

5．5　50％繁殖阻害濃度（EC50）

　21日間暴露の50％繁殖阻害濃度（EC50）をTable6および以下に示した。

　　　　21日間EC50：0．637mg／L（95％信頼区間：0．517～0．829mg／L）

5，6　累積産仔数に及ぼす最大無作用濃度（NOEC）および最小作用濃度（LOEC）

　統計解析の結果，助剤対照区と比べ0．0250mg／L区において有意差が認められたが0．0800

皿g／L区および0．250mg／L区においては有意差が認められなかったことより，0、0250mg／L

区において認められた差は被験物質による影響ではないものと判断された。以上の結果から

得られた親ミジンコ1頭あたりの累積産仔数に及ぼす21日間暴露の最大無作用濃度（NOEC）

および最小作用濃度（LOEC）をTable7および以下に示した。

　　　　21日間NOEC：0．223mg／L

　　　　21日間LOEC：　0．716mg／L

5、7　試験液の水温，溶存酸素濃度，p　Hおよび硬度

　暴露期間中における試験液の水温をTable8，溶存酸素濃度をTable9，p　HをTable

lO，硬度をTable11に示した。

　水温はすべての濃度区で20±1℃で，溶存酸素濃度はすべての試験液槽で飽和溶存酸素濃

度（20・0℃の飽和溶存酸素濃度：8．8mg／L）の60％以上であり，いずれも試験基準を満たし

た。p　Hはミジンコの飼育環境として適正範囲（6．0～9．0でし5の変動内）内にあった。ま

た，硬度も適正範囲内（250mg／L前後）と判断した。
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Table　1－1 MeasuredConcentrationsoftheTestSubstance

（刀8吻ノθReproductionlnhibitionTest腿nder
inTestWaterduringa21－dayExposurePeriod
the　Se皿i－Static　Test　Conditions）
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　　　　　　（mg／L）
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0．787

2．47

0．0005

〈0，0005

0，0198

0．0646

0．201

0．662

L97

0．0005

く0．0005

0．0250

0．0762

0．247

0．788

　　　＊

0．0005

〈0．0005

0．0208

0．0641

0．206

0．660

　　　＊

0．0005

〈0．0005

0．0242

0．0813

0、253

0，804

　　　＊

0．0005

〈0．0005

0．0201

0．0579

0．134

0．429

　　　＊

0．0225

0，0701

0．223

0．716

2．21

0
8
∩
」
0
8

∩
コ
8
8
9
8
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Table　2－1 CumulativeNumberofDeadParenta1〃8吻ノ8

Nominalconc．
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Figurel　CumulativeNumbersofDeadParental助力刀ノ∂
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Table3 T　ime　（Days）　to　F　i　rs　t　Brood　Produc　t　ion
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Table4MeanCumulativeNumbers・fJuvenilesPr・ducedperAdultAlivef。r21Days（ΣF1／P）
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Table5 CalculatedLC50ValuesforParental伽加∂

Exposure

Period

　　（day）

LC50＊1

（mg／D

95％ Confidencehmits

　　　　　（mg／L）

Statistical

　　method

21 1．26 0．716 2．21 B　inomial

Table6

　　　＊1：Based・nthetime－weightedmeanmeas丘redc。ncentrati。n

CalculatedEC50Valuesf・rlnhipiti・n・fRepr・ducti・n

Exposure

Period

　　（day）

EC50幸1

（mg／L）

95％ Confidence　limits

　　　　　（mg／L）

Statistical

　　method

21 0．637 0．517 0．829 Logit

＊1 Basedo皿thetime－weightedmeanmeasuredconcentration

』21一



Table7 CumulativeNumbersofJuvenilesProduced
Statistica1ComparisonoftheMeanValues
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Table8 Temperatureduringa21－dayPeriod　undertheSemi－StaticConditions
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　　　　　　　　new

　
d
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1

　
0

　6

new 　
d
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1

　
0

1
2
new 4
d

　
1
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0

1
8
new O
d

ワ
乙
1
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＆
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Table10 PHduringa21－dayperiod　undertheSemi－StaticConditions

Nominal
Concentration
　　　　　　（m／L）

pH

Date→　　O
　　　　　　　　new

　
d
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1
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＆
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freshlypreparedtestsolution，
No　measurement　was　made　because

Tota1 7．1 8．4

new： 　　　old：01d
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testsolutionbefore

〃∂ρ加18weredead．

renewa1

Table11 Tota1Hardness（asCaCO3）duringa21－dayperiodundertheSe皿i－StaticConditions

Nominal
Concentration
　　　　　　（m／L）

Date→　　O
　　　　　　　　new

　
d
2
1

　
0

Totalhardness（asCaCO3，m／L）
　6

new 　
d
Q
O
1

　
0

1
2
new 4
d

　
1

1
　
0

1
8
new

0
，
0

9
ム
ー

　
0

Min． Max．

　　　Control
Solventcontro1
　　　　0．0250

　　　　0．0800

　　　　0．250

　　　　0，800

　　　　2．50

245

240

245

245

240

250

250

220

225

230

230

225

230

235

210

215

210

215

215

210

220

215

215

220

215

220

235

235

240

235

240

240

215

210

215

210

215

210

220

225

225

225

220

230

210

210

200

210

210

210

210

210

200

210

210

210

235

245

240

245

245

240

250

250

new： freshlypreparedtestsolution，
No　皿easuremen　t　was　made　because

Total 200 250

　　　old：01d

allparenta1
testsolutionbefore
〃8ρ力刀1∂　were　dead，

renewal
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　希釈水の水質
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Tab　l　e　A－1 Elendt M4Medium　Reco㎜ended　by　OECD　Guideline　No．

　　　Used　as　Di　lution　Water

211

Macro　nutrients Concentrat　ion Uni　t

CaC12・2H20

MgSO4・7H20
KCl

NaHCO3

Na2Sio3・9H20

NaNO3

KH2PO4

K2HPO4

293．8

123．3

　　5．80

64．8

10．0

　0．274

　0．143

　0．184

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

Trace　e　l　ement　s Concentration Uni　t

H3BO3

MnC12・4H20
LiCl

RbCl

SrC12・6H20
NaBr

Na2MoO4・2H20

CuC12・2H20
ZnC12

CoC12・6H20
KI

Na2SeO3

NH4VO3

Na2EDTA・2H20

FeSO4・7H20

2．8595

0．3605

0．3060

0．0710

0．152

0．0160

0．0630

0．0168

0．O130

0．0100

3．25

2．19

0．575

2．50

0．9955

mg／L

mg／L

皿9／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

mg／L

μ9／L

μ9／L

μ9／L

mg／L

mg／L

Vitamines Concentration Uni　t

Thi　amine　hydrochlor　ide

Cyanocoba　l　am　i　ne（B12）

Biot　ine

75．O

L　OO

O．750

μ9／L

μ9／L

μ9／L
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試験液の分析方法
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試験液の分析方法

1　試験液の分析方法

　各試験液0，75mLを測定用バイアルに採取し，アセトニトリル0．75mLを加え混合し，H

P　L　Cにより分析した。アセトニトリルで調製した標準溶液（0．0500，0．500および1．00

mg／L）は，等量の水で希釈したものをHP　L　C測定試料とした。各試験液の被験物質濃度は，

標準溶液のピーク面積との比から定量した。

2　高速液体クロマトグラフィー（H　P　L　C）測定条件

（装置）

　高速液体クロマトグラフ：

　ワークステーション：

　　　パソコン：
　　　プリンター：
　デガッサー：

　送液ポンプ：

　オートサンプラ：

　カラムオープン：
　フォトダイオードアレー検出器：

（条件）

　カラム：

　溶離液：

　流速：

　検出器条件

　　　測定波長：
　　　リファレンス波長：

　　　スリット：
　試料注入量：

　カラムオーブン温度：

Hewlett　Packard製HP－1100型
HPケミステーション　（Windows　NT）

HPKayakXA，ディスフ。レイ；D2837

Canon　LASER　SHOT　LBP－450

G1322A型
G1311A型
G1313A型
G1316A型
G1315A型

InertsilODS－3V，5μm，4．6x150㎜
Ace　toni　t　r　i　le　90　％，　Water　10　％

1．O　mL／m　i　n

222　nm　（Bw：16）

360　nm　（Bw：100）

16nm

20μL
40℃

（No．2）

（GLSciencesInc．）
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3　検量線

　　被験物質の1000mg／Lアセトニトリル溶液を調製し，順次，アセトニトリルで希釈し0，

　0・0100・0・0200，0・0500，0・100，0．200，0．500，1．00，2．00，5．00，10．0，20．Omg／L

　の標準溶液を調製した。この標準溶液を等量の水で希釈したものを，H　P　L　C測定試料とし

　た。横軸に濃度を（mg／L），縦軸にピーク面積（count表示）をとり，検量線を作成した。

　検量線の最小二乗法による直線回帰式の相関係数は，L　OOOであった。

4　検出限界

　　最小検出ピーク面積を0．1countに設定し，これに相当する試験液中の被験物質濃度

　0．0005mg／Lを検出限界とした。

5　添加回収試験

　　H　P　L　C直接注入法のため添加回収試験は実施しなかった。
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F　igure　A－2 CalibrationCurve
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Figure　A－2－2 Representativechromatograms

（1）Standard1．00mg／L； Day　O

注入日　　：Wcd，1．Dec．1999
試験番号　　：　9B483G
披験物質　　 ：　MeNa

無籍ニ夕蝉d
解析”ッド　：C：￥HPCHEM￥1￥肥THODS￥9B417G、｝

シーケンスライン　　　　8
’、・

Cγル　No．　　　2

注入量　　　　　20u1

へSセF2　乳16　0伊ユ60．1　　9　48コO｝DD引DOOO8

禰Au

80

60

㈹

⑳

o

面積　ハ・一tント　レホ■一ト

ヒ㌧ク　RT　　タイプ　　幅　　面積　　高さ　　面積緊
　毒　〔皿in］　　　　［蜘］　［C・蝋〕　［C。unl］　　［幻
1
3．213VB 0．079　　　　203．63a　　　　　40．241 toO

トータル：
203－633　　　　　40－24：

（2）SolventControl ；Day　O

注入日　　：Wod，1．De仁．1999
試験番号　　 ：　9日483G
被験物質　＝臨N■

鰯舞＝タ．嚇醐』
解析メソ7ト・　：　C二鷺HPCHEM￥1撃METHODS￥9B41了G．幅

シーケンスライン　　　　2
ハ， CγルNo．　　　12

注入量　　　　ZO田

AD　　　S㎏F22匙6　　＝36α1　　9B4830

mAU

175

15

125

10

7」

5

z5

0

面積　ハ．一セント　レホ・一ト

ヒ㌦ク　　RT　　列プ　　　幅　　　　面積　　　高さ　　　面積瓢
　毒　　［皿h］　　　　　［皿h］　　［counO　［count］　　国

トータル：

ピークが見つかりません．一
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F　igure　A－2－2 Continued

（3）0．250mg／Lnominal，DayO

注入日　　二Wcd，1．D巳。．1999
3試験番号　　二　9B4日3G

被験物質　：Me隔
鰯勇k∫タ噸繭酷Od
解析メソット■　：　C：￥HPCHE｝￥1￥踊ETHODS￥9B4ユ7G．閥

シーケンスライン

パイアル　No．

注入量

　
　
U

　
　
O

6
5
2

DAD1へSヒニ222・15Roザニ36．100　9日483G｝DD伽．D

mAU

11．5

15

12．5

，0

1．5

5

篇

0

面手負　ハー　一セント　レホ．一ト

ピーク

　蓄
　RT
［皿iロ］

タイプ 幅
［剛n］

　面積
［cou朗］

　高さ
［cou皿G

面積瓢
［鑑］

1 3、211聞剛 0．081 50．405 10．3” 100
トータル：

50．406 10．3U

（4）Standard1．00mg／L；Day2

注入日　　＝Fri．3．Doc．1999
ユ式』険番号　　 ：　9B483G
被験物質　　：MoNa

鰯飯．蛸脚軸2d
解析メソッド：C：￥HP㎝E瓢》1￥制ETHODSヤ9B41マG．閥

シ嶋ケンスライン

パイアルNo．

注入量

　
　
U

　
　
O

8
Z
2

O《DI　A．S礁　　1R■＝　．1　94聰O

mAU

80

60

40

20

o

1

犀’“＝…’罪“罵” ｩ姦堺＝；；嵩置育’“－－＝量一監一…一・・胃…電…・・

ヒ’一ク

　毒
　RT
〔min］

タイプ 　幅
［耐n］

　面積
［count〕

　高さ
［C加nt］

面積鑑．
〔瓢］

1 3、218　VB 0．080 204．170 39、779 100
トータル＝

204．1了0 39．779
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F　i　gure　A－2－2 COntinued

（5）SolventControl ，Day2

注入日　　：Fri3、Dec、1999
試験番号：9B4吾3G
被験物質　：晩Na

鰯秘噸轍崎
解析メソッド：C二￥HPCHEM亨1鞠ETHODS￥9B417“

シ哨ケンスライン
ハー Cアル　No．

注入量

　
　
U

　
　
O

ツ
毒
ツ
幽
2

AD1へSヒ＝Z22．16Rofニ36q100　，　　30　　－0000tD

輌Au

口．5

15

12．5

10

7．5

5

”

o

面積パ唾ントレポート

ヒ㌦ク　　　　RT
　毒　　　［剛n］

タイプ 　幅　　　　　面積
［副n］　　　［c・unG

　高さ
［count］

面積鑑
［寛〕

　　　　　　トータル：

ピークが見つかりません．

（6）0．250mg／Lnominal；Day2

注入日　　：Fri3．DOC、1999
試験番号　　：　9B4セ3G
被験物質　：晩Na

無撫肩醐LZd
解析却フド　：C：田PCKE㍑1柵ETHODS￥9B417G．縄

シーケンスライン
ハ・ C7ル　No．

注入量

　
　
口

　
　
0

6
5
2

AD1へ馴r　　1　・中砥，　舶4α2
mAu

115

15

1二5

10

7．5

5

乞5

o

鶉

量罵皿皿犀皿“皇 Q荏スr！㌫量；柔♪＝τ皿t一等冨一一一一一一一・騨一

ヒ㌦ク　　　　RT
　導　　　［臨in］

タイプ　　　　幅
　　　　　　［血in］

　面積
［counq

　高さ
［co■nt］

面積
［零］

罵

1
3、203BP 0．0了7　　　40．360 8．300 100

トータル：

40．360 8．300
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Append　ix　3－1 Resultofrepropductiontest Test　chemica1 MeNa （Un　t　r　e　a　t　e　d　c　on　t　ro1）

Ti皿e
Rep．

No．

Counts 12／212／312／412／512／612／712／812／912／1012／1H2／1212／1312／1412／1512／1612／旧2／1812／1912／2012／2112／22Tota1
1d 2d 3d 4d 5d 6d

1

Pgeneration

Flgeneration

Llve

Live 1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0

7d

1
0

8d

1
0

9d

1
2

　
1

10　d　ll　d　　12　d　I3　d　　14　d　　15　d　　16　d　17　d　18　d　　l9　d　20　d　21　d

1
0
1
0

－
R
U

　
2
1
0
1
0

－
「
「
U 1
4
1
0
1
0
2 1
0
1
0

Cu皿ulativereProduclivit 0 0 0 0 0 0 0 0 1
2
1
2
1
2
38 38 38 53 67 67 67 88 88 88 88

2

Pgeneration

F19eneration

Live

Live 1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0

－
塔
U 1
0
1
0

－
「
「
U
　
3
1
0
1
0
1
8

　
2
1
0
1
0
1
7

　
2
1
0
1
0
1
0

Cu皿ulative　reproductivi　t 0 0 0 0 0 0 0 0 1
5
1
5
1
5
5
0
50 50 78 78 78 105 105 105 105 105

3

Pgeneration

Flgeneration

Live

Live 1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
4
1
0
1
0

　
1

32 1
0
1
0
1
6

　
2
1
0
1
0
1
0
1
3

　
3
1
0
1
0
1
2

　
2
1
0

Cumulativereroductivit 0 0 0 0 0 0 1
4
1
4
1
4
46 46 46 72 72 72 72 105 105 105 127 127 127

4

Pgeneration

F19eneration

Live

Live 1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
4
1
0
1
0
1
2

　
3
1
0
1
0
1
7

　
3
1
0
1
0
3 1
0
1
0
1
0
1
2

　
2
1
0

Cu皿ulativereroductivity 0 0 0 0 0 0 1
4
1
4
1
4
46 46 46 8

3
8
3
83 114 114 114 114 136 136 136

5

Pgeneration

Flgeneration

Live

Live 1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0

1
　
　
n 1
0
1
0
1
6

　
2
1
0
1
0
1
4

　
3
1
0
1
0
1
0
1
8

　
2
1
0
1
0
1
0

　
2
1
0

CumulativereProductlvity 0 0 0 0 0 0 1
1
1
1
1
1
37 37 37 7

1
7
1
7
1
7
1
99 99 99 119 119 119

6

Pgeneration

Flgeneration

Live

Live 1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
0
0

Cumulative　re　roductivi　t 0 0 0 0 0 0 0

7

Pgeneration

Flgeneration

Live

Live 1
0
1
0

－
∩
U 1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
0
1
4

　
3
1
0
1
0
1
2

　
3
1
0
1
0
1
0
3 1
0
1
0
1
4

　
2
1
0

Cumulativereroductivit 0 0 0 0 0 0 10 1
0
10 44 44 44 76 76 76 76 107 107 107 131 131 131
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Append　ix　3－2 Resultofrepropductiontest Test　chemical MeNa （Solventcontro1）
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Append　ix　3－3 Resultofrepropductiontest Testchemical MeNa （Concentration1）
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Append　ix　3－4 Resultofrepropductiontest Testchemica1 MeNa （Concentration2）
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Append　ix　3－5 Resultofrepropductiontest Testchemica1 MeNa （Concenlration3）
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Appendix3－6 Resultofrepropductiontest Testchemical MeNa （Concentration4）
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Append　i　x　3－7 Resultofrepropductiontest Testchemical MeNa （Concentration5）

Ti皿e

Rep．

No．
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Werenotincludedforcalculationbecausethepare丑tal 伽加18wasdeadduringa2i一αaystestingPeriod．
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